
深刻な悩みを抱える方に寄り添うための相談会事業 【広島県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １，４４０ 千円

交付金額 ７２０ 千円

事業番号 ３

○事前申込期限前に全ての相談枠がうまったため、相談枠の拡充等の検討が
必要である。

○トランスジェンダーをめぐる社会的な状況や家族との関係などについて、相
談内容が複雑多様化していることから、相談内容を分析し、相談者のニーズ
に寄り添った専門家の選定が必要である。

○LGBTグループ相談など、当事者同士が交流できる場が求められている。

少子高齢化の進展や家族の形の変化に加え、新型コロナウイルス禍に外出

自粛が続いたことで人とのつながりが希薄になるなど複雑な社会情勢において、
孤立・孤独を深め、深刻な悩みを抱えている人が取り残されることがないよう、

令和４年度より専門家による相談事業を開催した。引き続き、複合的な悩みを抱
える女性一人ひとりの境遇に応じ、孤立することなく安心して暮らせる支援が必
要である。

〇 多様な課題や複雑・困難な問題に向き合い、寄り添った相談支援が行える
よう、臨床心理士、弁護士等の専門家による相談会を無料で実施した。
〇 従前から財団の相談業務等と連携実績があり、女性問題に強い臨床心理
士1名、弁護士2名を配置するほか、近年相談が増加している不登校などの子
どもの問題にも精通した公認心理師を１名配置、そしてLGBT相談では大学教
授等の相談員を3名配置し、事前予約制により、1組当たり1時間と十分な時間
を確保することで、相談者が自らの課題に向き合ったり、解決への道のりを一
緒に考えたりする後押しができるよう工夫した。

【実績】

個別相談会への参加者実績：34組46人
そのほか、グループ相談を各会で実施した。

【評価】
〇 全ての相談枠で申し込みがあり、本事業のニーズの高さが窺えた。
〇 相談後のアンケート結果で、８割以上の方が「満足」と回答した。

〇 自由意見欄においても、「丁寧に話を聞いてもらい、的確なアドバイスがもら
えてよかった。」など前向きな意見が多かった。

【目的】

困難や不安を抱える女性等の社会参画に向け、専門家の知見を活用しな
がら、寄り添った支援を提供する相談体制の充実・確保を行う。

【目標】

専門家による相談会参加組数（アウトプット）：34組

○ 相談支援を行う民間団体のノウハウや、団体と繋がりのある人材を活用し
、臨床心理士、弁護士、LGBT等支援者といった相談会を（公財）広島県男女共
同参画財団に委託して実施した。

○ 広報周知については、市町の相談機関及び行政窓口を通して、県内全域
に対して周知を実施した。

○困難を抱える方の相談に繋げるため、相談会を委託する団体において生理
用品の配布を実施した。



事業の概要

○困難を抱える女性等を対象に、多様な課題や問題に向き合えるよう寄り添った相談支援を行う
ため、臨床心理士、弁護士等による相談会を令和６年９月と令和７年２月の２回開催した。

実施日
・第１回：令和６年９月23日（月・祝） 13：00～17：00
・第２回：令和７年２月23日（日・祝） 13：00～17：00

内容
・LGBT相談…性別のこと、学校・職場に行きづらいなど
・弁護士相談… DV、夫婦・家族問題、ハラスメントなど
・臨床心理士相談…子ども、家族問題、こころの不調など
・公認心理師…不登校などの子どもの問題、夫婦・家族問題についてなど

  会場：エソール広島（広島県女性総合センター）


	スライド番号 1
	スライド番号 2

